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滋賀の食事文化の背景
風土
日本海気候と瀬戸内海気候
地形・地質（古琵琶湖,中新世,ペルム紀）
近江平野（流入河川125本）

◆琵琶湖 魚
古代湖（在来61種類、内12種が固有種）

◆歴史的背景
都へ通ずる要衝（街道文化）

くらし・祭礼・神饌
（神社1400社、仏閣３２００寺）



滋賀の食文化の特徴

●自然と共生した暮らしの中で育まれた

●米・湖魚が結ばれた

●伝統野菜が多い

●加工や保存の知恵・多彩な発酵食品

●長い歴史の中で伝承



滋賀の食文化財
滋賀県無形民俗文化財（選択1998）

湖魚のなれずし

アメノイオ御飯

湖魚の佃煮

丁稚羊羹

日野菜漬け





滋賀の食材

食の風物詩



琵琶湖の恵み・湖魚



在来野菜



祭礼・神饌



滋賀の食事文化を学習し、研究しあい、
特徴を明らかにし、伝承し、新しい食事
文化を創造して行く

足を運び調査し、食の文化を学び、記録
に残す

そして滋賀の食事文化を若い世代につな
ぐ

２４年間の歩み

滋賀の食事文化研究会の



学ぶ＝見る・聞く



伝える

出版書籍



中日新聞連載



食べて語り合う

持寄り忘年会



20周年（2011）

節目 県民と共に



未来へつ未来へつなごう
近江の食とくらし

学校への出前講座 完


